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	注意：PubMed:15764369は当初、SLC4A1（腎臓陰イオン交換体1）を細胞膜へ誘導する役割を示唆していましたが、SLC4A1と相互作用せず、SLC4A1の輸送にも影響を与えないことから、その役割は果たしていないようです。,オンライン情報：バンド3エントリ,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）,類似性：1つのFHAドメインを含む。,細胞内局在：主に核内。細胞質にも少量存在する。,組織特異性：普遍的に発現する。,注意：PubMed:15764369は当初、SLC4A1（腎臓陰イオン交換体1）を細胞膜へ誘導する役割を示唆していましたが、SLC4A1と相互作用せず、SLC4A1の輸送にも影響を与えないことから、その役割は果たしていないようです。 SLC4A1と相互作用せず、SLC4A1の輸送にも影響を与えないため、そうではないと思われる。,オンライン情報:バンド3エントリ,PTM:DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性:1つのFHAドメインを含む。,細胞内局在:主に核内。細胞質にも少量存在する。,組織特異性:普遍的に発現する。,
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	NADAP抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のカナダプチンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

